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はじめに
子どもたちの将来における豊かな人間性，社会性
等に培われたしっかりとした人格形成のためには，
学業に励むばかりでなく，芸術を愛し，豊かな感性
を育むことが必要である。そのためには，小学校・
幼稚園，保育所等の現場において子どもたちに係る
教師や保育士自身が豊かな感性や表現力を持って子
どもたちに接することが重要であると思われる。
四国大学，児童学科では，音楽実技能力の向上及
び小・幼・保の現場における音楽行事の企画運営等
のノウハウを実体験し，それを現場で活かすことを
目的として，音楽研究室が中心になり，児童教育学
コース，保育学コースの学生たちによるジョイフル
コンサートを毎年開催している。
前論文1）では，将来，小学校，幼稚園教諭および
保育士を希望する学生にたいするジョイフルコン
サートの教育的効果を考察した。そして，本コンサー
トが学生達に良好な効果を齎したとの結論を得た。
その折のジョイフルコンサート後での児童教育学
コースと保育学コースの学生たちの意識調査におけ
る教育的効果の測定結果の平均値で差異が認められ
た。
各学生たちの意識調査における教育的効果の測定
結果は Table1及び Table2の通りであった。両
コースの測定結果の平均値に差異が認められたの
で，その真偽を統計学的に検討した。
研究
1．目的
各コースの平均値の差を検定するために，先ず，2
コースは別々の標本と考えられるので，2コースの
分散が等しいかどうかを検討し，次に平均値の差の
検定を行った。
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ABSTRACT
In the previous paper1），we examined the educational effect of JOYFUL CONCERT on students
who hope to become teachers of elementary school, kindergarten and early childhood and obtained
that the concert gave the good educational effect to them.
The paper is concerned with the significant difference of educational effect of the concert be-
tween the students who hope to become teachers of elementary school, kindergarten（see table 1）and
early childhood（see table 2）．
By the F test and t test for two independent means of the educational effect of the concert, it
follows that there is no statistically significant difference between the students who hope to become
teachers of elementary school, kindergarten and early childhood.
As a result, all the students collaborated and learned the good educational effect of the concert.
KEYWORDS : JOYFUL CONCERT, Difference of Educational Effect between Two Courses, Statistic
Test
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2．方法
1．等分散の検定：F 検定について
① 統計量 F 値＝8．623153／7．333333
＝1．175885
② F 分布表の所与値 F（28，18，0．05）
を読み取る。
2．11＜F（28，18，0．05）＜2．15
よって F 値＜F（28，18，0．05）
したがって，児童教育学コースと保育学
コースの得点の分散には有意差がない。
ということは，つまり，分散が等しい。
2．等分散の場合の対応のない2標本の平均値
の差の検定を行う。
① 統計量 T 値の計算：
T＝｜42．86207－41｜
／（（29－1）8．6231532＋（19－1）
7．3333332）（1／29＋1／19）／（29＋19
－2）
よって
T＝1．86207／7．6 ＝0．2450
② 自由度19＋29－2＝46
③ t 分布表の所与値 t（46，0．05）および
t（46，0．01）を読み取る。
2．000＜t（46，0．05）＜2．021 および
2．660＜t（46，0．01）＜2．704
④ よって T値＜t（46，0．05）＜t（46，0．01）
したがって，児童教育学コースと保育学コースの得
点の平均値には危険率5パーセントでも有意差がな
い。
結果と考察
前論文1）で教育的効果についての児童教育学コー
ス及び保育学コースの学生による意識調査におい
て，両コース間で測定結果の平均値に差異が認めら
れたので，今回，その真偽を統計学的に検討した。
その結果，
2．方法 で示した通り
・F 検定において両コースの得点の分散には有意
差がない。
・t 検定において両コースの平均値には危険率5
パーセントでも有意差がない。
したがって児童教育学コースと保育学コースの学生
たちが本コンサートを協働して実施し共に良好な教
育的効果を修得したことを示している。
会場の聴衆の中には，毎年，児童学科1年次の学
児童教育学コース19名 保育学コース29名
1 44 1 45
2 42 2 41
3 44 3 39
4 42 4 44
5 40 5 41
6 40 6 44
7 46 7 41
8 41 8 40
9 41 9 48
10 34 10 45
11 38 11 45
12 41 12 37
13 38 13 48
14 42 14 45
15 42 15 43
16 43 16 41
17 39 17 44
18 39 18 41
19 43 19 43
平均値 41 20 43
分散 7.333333 21 44
22 41
23 40
24 38
25 45
26 47
27 47
28 39
29 44
平均値 42.86207
分散 8.623153
Table1
Table2
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生たちも100名前後が鑑賞しているが，その折のア
ンケート調査では，合唱，合奏のメンバーとして，
あるいは，指揮者やピアノ連弾で，と，何らかの形
で出演したい，また，人前に出ることは苦手だが，
様々な種類の音楽に触れることで，音楽に対する視
野が広まり，興味，関心が湧いてきたので，今後の
学習に活かしたい，等々，90％以上の学生が意欲的
な感想を解答している。その点からも今後，統計学
的に音楽聴取による教育的効果について検討してみ
たい。
References
1．Hiroko Takashima. A Study of educational effect of
JOYFUL CONCERT on students who hope to become
teachers elementary school, kindergarten and early
childhood. Bull.Shikoku Univ．（A）34（2008），pp．11
－14．
2．Amy Freshwater,Elizabeth Scherwood, and Esther
Mbugua. Music and Phisical Play : What Can We
Learn Fro m Early Childhood Teachers of Kenya?
Childhood Education Vol．85，No．1（2008），pp．2－5．
3．Darby E.Southgate and Vincent Roscigno. Adoles-
cents Involved With Music Do Better In School,Child-
hood Education Vol．85，No．5（2009），p．306.
4．Kiyomi Akita,Masayuki Shibazaki,Reiko Uzuhashi,
Akiko Sasaki,Isao Omiya, and Mayumi Masuda. Early
Childhood Care and Education Forum : Theme“Evalu-
ation of Child Care Quality, Japan Society of Research
on Early Childhood Care and Education”Vol．46，No．2
（2008），pp．224－236．
5．Sumiko Kato and Masako Suzuki. A Study of How
Day−Nursery Teachers Think about “Children’s Singing
in Union”, Japan Society of Research on Early Child-
hood Care and Education Vol．36，No．1（1998），pp．59
－66．
（高島宏子：四国大学生活科学部児童学科
音楽研究室）
児童教育学コースと保育学コースの学生達によるジョイフルコンサートでの教育的効果の差異について
― ７３ ―
】Ｓｅｒｖｅｒ／ＯＴＦ　四国大学紀要　Ａ４１号　Ｂ３８号／●ＯＴＦ　Ａ４１号　横／０９　高島　宏子　　　　　Ｐ７１－７４
抄 録
前論文1）では，将来，小学校・幼稚園教諭および保育士を希望する学生たちによるジョイフルコ
ンサートの教育的効果について考察した。そして，本コンサートが学生達に良好な教育的効果を齎
したとの結論を得た。
本論文は，（資料1），（資料2）に示すように，小学校・幼稚園教諭希望学生と保育士希望学生
たちとの間における教育的効果の差異について考察している。
小・幼教諭を希望する学生達と保育士を希望する学生達におけるコンサートの教育的効果の2つ
の独立した平均値に対して，F 検定および t 検定によって，統計学的には有意差がないということ
が導かれた。
結論として，すべての学生たちが本コンサートを協働して実施し，共に良好な教育的効果を修得
している。
キーワード：ジョイフルコンサート，2つのコースの教育的効果の差異，統計学的検定
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